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午前１０時００分 開議

○議長（舩見亮悦君） 定足数に達しており

ますので、４日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第 １ 認定第 １号から

日程第１０ 議案第５８号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１ 認定第１

号から日程第１０ 議案第５８号までの計１

０件を一括議題とします。

決算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、討論の通告かありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 認定第１号平成２

４年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて、一部反対の立場で討論いたします。

平成２４年度の社会情勢を振り返ります

と、日本の経済社会は一向に明るい兆しが見

えない閉塞感の中、停滞したまま、国民の給

料が減り続けた結果、デフレから抜け出すこ

とができなくなり、国民生活が疲弊していき

ました。

一部の大企業や富裕層だけが金余りの中、

バブルの時期より空前の利益を上げる一方

で、若者の雇用の３分の２が非正規となり、

ワーキングプアがふえていく中、富める者は

どんどん富み、貧しい者ははい上がることが

できない状況に追い込まれ、格差が拡大して

いきました。

そんな中、消費税の引き上げを含む法案が

国会で強行採決されました。このように、時

の政治は、国民の期待を裏切り続けた結果、

政権から引きずり下ろされました。このよう

な激動と厳しい情勢の中、三沢市の平成２４

年度の予算は執行されていきました。

私は、平成２４年度予算案に対し、議長の

公用車購入、また、既に集会所があるにもか

かわらず、さらに建設する新森地区ふれあい

館、中心市街地活性化のための偏った補助金

の投入など、不要不急なものが見受けられる

一方で、長寿祝い金の減額を行う予算の一部

に反対をした経緯があります。

長寿祝い金は、これまで１万円支給されて

きた方が５,０００円に減額され、わずかな

国民年金等で生活する高齢者の楽しみを奪う

ことになりました。また、この長寿祝い金

は、段階的に縮小されていくことになってい

ます。

しかし、三沢市の決算の財政健全化判断比

率を見ますと、実質公債比率は１４.３％、

将来負担比率１１１.３％と、昨年より改善

され、基金の積み増しもされています。決算

も黒字になっています。現時点では、三沢市

の財政状況は良好であるとされ、長寿祝い金

を切り詰めなければならないような状況では

決してないと思います。

今後の公共施設の建設費や維持管理費のた

めに、市民サービスを切り詰めて基金をため

込まなければならないというのであれば、本

末転倒であると思います。

私たちは、身の丈に合わない公共施設の維

持管理費のために税金を納めているのではあ

りません。安定した生活を求めて税金を納め

ています。何より市民生活の安定を考えるべ

きと思います。三沢市の地域経済活性化を進

めながら、教育や福祉に重点を置くべきで

す。

以上の観点から、平成２４年度一般会計決

算に対し、一部反対を表明いたします。

○議長（舩見亮悦君） 次に、２番髙橋武志

議員。

○２番（髙橋武志君） 私は、平成２４年度

三沢市一般会計歳入歳出決算認定について、

賛成の立場で討論いたします。
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昨今の地方財政を取り巻く環境が極めて厳

しい状況にある中、健全な財政運営に努める

のは、自治体を運営する者にとって最も重要

な責務であることは言うまでもないことであ

ります。

そして、高度化、多様化する市民ニーズに

対しては、的確に事業の取捨選択を行いつ

つ、市民生活向上のため努めていく必要があ

ります。

こうした中、本市の平成２４年度一般会計

の決算状況を見ますと、実質公債費比率にお

いては、早期健全化基準の２５％を大幅に下

回る１４.３％となっているほかに、実質収

支で約４億５,８００万円の黒字、さらに、

財政調整基金などの取り崩し可能な基金残高

は、４４億円を超える状況となっておりま

す。これは、収支均衡を念頭に置いた予算編

成、さらに、行財政改革の徹底を図った財政

運営努力の結果といえます。

また、具体的にその決算の内容を見ても、

民生費の割合が２５.２％と最も多く、次い

で、土木費、農林水産業費、教育費が大きな

割合を占め、さらに、災害復旧費を含むこれ

らの費用で、決算額全体の６１％を占めてお

ります。

このことは、平成２４年度の事業について

は、前年度に引き続き、東日本大震災に係る

復旧・復興事業を最優先とした上で、住民生

活に直結する健康や医療、福祉関係に重点が

置かれ、さらに、将来を見据えた都市基盤整

備、未来を担う子供たちの健全な育成に対し

ても十分な予算執行がなされ、多様化する住

民ニーズに配慮したサービスの向上に努めて

いることがうかがえるものであります。

冒頭で申し上げた財政運営努力の結果して

積み立てた基金については、依然として続く

景気低迷の影響から、市税をはじめとする一

般財源の歳入増が見込めないことや、地方交

付税の増額についても多くを期待できない状

況を考えると、決して大き過ぎる額ではない

と思います。

今後とも多様化する住民ニーズに応えるた

め、ソフト、ハードの両面において、既存事

業の拡充や、今後計画している地域大型事業

などに対応するため、こうした基金の確保は

適切に行わなければならないものであり、ひ

いてはそれが市民サービスの向上につながる

ものと認識しております。

以上のことから、私は、今回の平成２４年

度三沢市一般会計歳入歳出決算について、三

沢市政発展のために必要不可欠な事業の執行

予算が適切になされた結果であると判断し、

認定について賛成するものであります。

○議長（舩見亮悦君） 以上で、討論を打ち

切ります。

これより、採決します。

認定第１号を除く、認定第２号から議案第

５８号までの９議案は、委員長報告のとおり

決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、認定第２号平成２４年度三沢市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定、認定第３号平成２４年度三沢市食

肉処理センター特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定、認定第４号平成２４年度三沢

市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定、認定第５号平成２４年度

三沢市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、認定、認定第６号平成２４年度三

沢市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定、認定第７号平成２４年度三沢市

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定、認定第８号平成２４年度三沢

市水道事業会計決算認定について、認定、認

定第９号平成２４年度三沢市立三沢病院事業

会計決算認定について、認定、議案第５８号

平成２４年度三沢市水道事業会計未処分利益

剰余金の処分について、可決とそれぞれ決し

ました。

次に、認定第１号を採決します。

本案に対する委員長報告は、認定です。

本案は、委員長報告のとおり決することに
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賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（舩見亮悦君） 起立多数です。

よって、認定第１号平成２４年度三沢市一

般会計歳入歳出決算認定については、認定と

決しました。

─────────────────

◎日程第１１ 議案第４８号から

日程第１５ 議案第５２号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１１ 議案第

４８号から日程第１５ 議案第５２号までの

計５件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第４８号から議案第５２号までの５議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第４８号平成２５年度三沢市

一般会計補正予算（第２号）、可決、議案第

４９号平成２５年度三沢市食肉処理センター

特別会計補正予算（第１号）、可決、議案第

５０号平成２５年度三沢市下水道事業特別会

計補正予算（第２号）、可決、議案第５１号

平成２５年度三沢市介護保険特別会計補正予

算（第１号）、可決、議案第５２号平成２５

年度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第

２号）、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１６ 議案第５３号から

日程第２０ 議案第５７号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１６ 議案第

５３号から日程第２０ 議案第５７号までの

計５件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第５３号から議案第５７号までの５議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５３号三沢市税条例の一部

を改正する条例の制定について、可決、議案

第５４号三沢市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例の制定について、可決、議案第

５５号三沢市難病患者等ホームヘルプサービ

ス手数料徴収条例を廃止する条例の制定につ

いて、可決、議案第５６号災害弔慰金の支給

等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、可決、議案第５７号財産の取得に

ついて、可決とそれぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第２１ 議案第５９号

○議長（舩見亮悦君） 日程第２１ 議案第

５９号人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） 議案第５９号につい

て御説明申し上げます。

議案第５９号は、人権擁護委員候補者の推



― 74 ―

薦につき議会の意見を求めるものでありま

す。

平成２５年１２月３１日をもって、浪岡貞

藏氏、種市静子氏及び石岡裕通氏の人権擁護

委員としての任期が満了となることから、引

き続き浪岡貞藏氏、種市静子氏及び石岡祐通

氏を人権擁護委員の候補者として推薦するた

め提案するものであります。

御提案申し上げた皆様は、人格、識見とも

にすぐれた方でございます。本人の略歴につ

きましても、議案書に記載しておりますの

で、よろしくお願いを申し上げます。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により質疑・討論を省略し、直ち

に採決したいと思います。これに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

提案されました議案第５９号中、浪岡貞藏

氏については、これに同意することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５９号中、浪岡貞藏氏につ

いては、これに同意することに決しました。

次に、種市静子氏について採決します。

提案されました議案第５９号中、種市静子

氏については、これに同意することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５９号中、種市静子氏につ

いては、これに同意することに決しました。

次に、石岡裕通氏について採決します。

提案されました議案第５９号中、石岡裕通

氏については、これに同意することに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第５９号中、石岡裕通氏につ

いては、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第２２ 議員提出議案第５号

○議長（舩見亮悦君） 日程第２２ 議員提

出議案第５号三沢市議会の議決すべき事件を

定める条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題とします。

提案理由の説明を願います。

１５番馬場騎一議員の登壇を願います。

○１５番（馬場騎一君） 議員提出議案第５

号について、その提案理由を御説明申し上げ

ます。

三沢市議会が議決する事件に、市の基本構

想等に関する事項を加えるため、提案するも

のであります。

なお、詳細については、議案書に記載とお

りでございます。

議員各位の御賛同をよろしくお願いいたし

ます。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ
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んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第５号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議員提出議案第５号三沢市議会の

議決すべき事件を定める条例の一部を定める

条例の制定については、原案のとおり決しま

した。

─────────────────

◎日程第２３ 議員提出議案第６号

○議長（舩見亮悦君） 日程第２３ 議員提

出議案第６号地方税財源の充実確保を求める

意見書案の提出についてを議題とします。

提案理由の説明を願います。

５番瀬崎雅弘議員の登壇を願います。

○５番（瀬崎雅弘君） 議員提出議案第６号

について、その提案理由を御説明申し上げま

す。

地方財政は、社会保障関係費などの財政需

要の増加や地方税収等の低迷等により厳しい

状況にあり、地方自治体が住民サービスやま

ちづくりを安定的に行うためには、地方税財

源のさらなる充実と確保が必要であることか

ら、提案するものであります。

なお、詳細については、議案書に記載とお

りでございます。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

い申し上げます。

○議長（舩見亮悦君） 次に、お手元に配付

しております意見書案を局長に朗読させま

す。

○議会事務局長（中村健一君） それでは、

朗読をさせていただきます。

意見書第３号

地方税財源の充実確保を求める

意見書(案)

地方財政は、社会保障関係費などの財政

需要の増加や地方税収等の低迷等により、

厳しい状況が続いている。

こうした中、基礎自治体である市が、住

民サービスやまちづくりを安定的に行うた

めには、地方税財源の充実確保が不可欠で

ある。

よって、国においては、下記事項を実現

されるよう強く求める。

記

１．地方交付税の増額による一般財源総額

の確保について

（１）地方単独事業を含めた社会保障関係

費の増など地方の財政需要を、地方財

政計画に的確に反映することにより、

一般財源総額を確保すること。

（２）特に地方の固有財源である地方交付

税については、本来の役割である財源

保障機能・財源調整機能が適切に発揮

されるよう増額すること。

（３）財源不足額については、臨時財政対

策債の発行等によることなく、地方交

付税の法定率の引上げによる対応する

こと。

（４）依然として厳しい地域経済を活性化

させる必要があることから、地方財政

計画における歳出特別枠を維持するこ

と。

（５）地方公務員給与の引下げを前提とし

て、平成２５年度の地方交付税が削減

されたが、地方の固有財源である地方

交付税を国の政策誘導手段として用い

ることは、避けること。

２．地方税源の充実確保等について

（１）地方が担う事務と責任に見合う税財

源配分を基本とし、当面、国と地方の

税源配分を「５：５」とすること。

その際、地方消費税の充実など、税

源の偏在性が小さく、税収が安定的な

地方税体系を構築すること。

（２）個人住民税は、その充実確保を図る

とともに、「地域社会の会費」という

基本的な性格を踏まえ、政策的な税額

控除を導入しないこと。

（３）固定資産税は、市町村の基幹税目で
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あることから、その安定的確保を図る

こと。

特に、償却資産の根幹をなしている

「機械及び装置」に対する課税等につ

いては、現行制度を堅持すること。

（４）法人住民税は、均等割の税率を引き

上げること。

（５）自動車重量税及び自動車取得税は、

代替財源を示さない限り、市町村への

財源配分の仕組みを含め現行制度を堅

持すること。

（６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の

市町村にとって貴重な財源となってい

ることから、現行制度を堅持するこ

と。

（７）地球温暖化対策において地方自治体

が果たしている役割を踏まえ、地球温

暖化対策譲与税を新たに創設するな

ど、地方税財源を確保する仕組みを構

築すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により

意見書を提出する。

平成２５年９月２０日

青森県三沢市議会

（提出先）

内閣総理大臣

財務大臣

総務大臣

内閣官房長官

内閣府特命担当大臣

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第６号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議員提出議案第６号地方税財源の

充実確保を求める意見書案の提出について

は、原案のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第２４ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第２４ 基地対

策特別委員会中間報告を議題とします。

山本弥一委員長。

○１６番（山本弥一君） それでは、基地対

策特別委員会において審査中の事件につい

て、会議規則第４５条第２項の規定に基づ

き、中間報告をいたします。

本委員会は、去る６月１４日、会議を開催

し、決定した基地周辺対策の要望９項目につ

いて、副市長をはじめ執行部とともに、議長

及び当委員会全員で、国等に対して要望行動

を実施いたしました。

この要望行動は、８月５日に、東北防衛

局、総務省を訪れ、本市の実情と要望項目の

早期実現を強く訴えたほか、県選出国会議員

にも要望書を提出したところであります。

また、翌日には防衛省を訪れ、要望項目の

早期実現を訴えた後に、江渡聡徳防衛副大臣

にお会いし、特に三沢飛行場第二滑走路の早

期着工について強く訴え、要望書を提出して

まいりました。

これらの要望に対し、国からは、即座に明

確な回答は得られなかったものの、当委員会

としては、再度、年内にも重要な項目を精査

して、要望行動を実施したいと考えておりま

す。

今後も三沢市民の生活安定並びに向上のた

めに、誠心誠意、粘り強く活動してまいりた

いと考えております。
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以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第２５ 新エネルギー導入促

進特別委員会中間報

告

○議長（舩見亮悦君） 日程第２５ 新エネ

ルギー導入促進特別委員会中間報告を議題と

します。

小比類巻雅彦委員長。

○１４番（小比類巻雅彦君） 本委員会にお

いて審査中の事件について、会議規則第４５

条第２項の規定に基づき、中間報告をいたし

ます。

前回の本委員会で、執行部により事業提案

された８項目について、今後、当委員会で協

議・検討、さらには、先進地視察などの研修

を重ねることとしておりましたので、この８

項目に関して、執行部より説明を受けまし

た。

説明では、三沢市新エネルギー推進協議会

から事業提案された８項目について、項目ご

とに先進地事例並びに現状の説明があり、委

員からは、事業提案された中で、三沢市とし

て特に注目している事業及び優先順位はある

のかとの質問がありました。

執行部からは、温泉熱を有効利用した融雪

設備、また、電気を活用して防災に強い未来

のまちづくりなどの事業に注目しているほ

か、優先順位については、中長期的な事業に

絞って検討し、中でも、温泉廃湯熱を利用し

たロードヒーティング、防犯灯と隣接する集

会所の組み合わせ、太陽光及び小型風力発電

設備の導入、スマートコミュニティー構想、

スマートエネルギー構想の導入推進などの事

業について、執行部としても検討がなされて

いることから、先進地事例などの研修してま

いるとの回答がありました。

今後、本委員会としては、温泉廃湯熱を利

用したロードヒーティング、防犯灯と隣接す

る集会所の組み合わせ、太陽光及び小型風力

発電設備の導入、スマートコミュニティー構

想、スマートエネルギー構想の導入推進につ

いて、先進地視察を行い、協議・検討してま

いりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、新エネルギー導入促進特別委

員会の中間報告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、新エネルギー導入促進特別委員会

については、引き続き閉会中の継続審査とし

ます。

─────────────────

◎日程第２６ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第２６ 総務文

教常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。
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瀬崎雅弘委員長。

○５番（瀬崎雅弘君） 去る８月７日に開催

いたしました総務文教常任委員会所管事務調

査の内容について御報告申し上げます。

今回は、四つの案件について調査いたしま

したので、案件順に報告してまいります。

１点目、(仮称)国際交流スポーツセンター

整備事業の進捗についてであります。

執行部からは、老朽化の激しい現総合体育

館の代替施設として、防衛省からの補助率４

分の３補助事業として実施する方針とのこと

で、総工費約４１億９,８００万円、鉄筋コ

ンクリートづくり一部鉄骨づくり２階建て、

防災機能として備蓄倉庫を併設しており、平

成２９年オープンを目指し、事業を進めると

の説明がありました。

また、委員からの質問に対し、完成後の維

持管理費については、約９,０００万円を見

込むとのことでありました。

次に、２点目、交通網の現状についてであ

ります。

昨年度のコミュニティバスの経営状況につ

いては、約４,０００万円の赤字で、利用状

況調査等によるダイヤの見直し、バス利用者

が商店街を利用した場合の特典等、利便性向

上や利用促進に取り組んでいるとのことであ

ります。

また、三沢空港民間便については、ことし

４月から３カ月間で、大阪線は、出発便・到

着便合わせ利用率６１.８％。７月運航開始

の札幌線は、１カ月間で７５％に達し、利用

促進に向け、利用者への助成金、ツアー企画

によるＰＲ等を各種団体が連携し、取り組ん

でいるとのことであります。

委員からは、通院者等のバス利用のニーズ

を把握・分析することが重要であるといった

意見等があり、執行部からは、調査等利用動

向を継続的に把握し、ダイヤ改正を検討する

旨回答がありました。

次に、３点目、三沢駅周辺整備事業の進捗

状況については、十和田観光電鉄鉄道路線の

廃止に伴う代替バス運行による交通混雑等を

踏まえ、地域住民、行政、事業者等が十分に

協議・検討しながら意見を集約し、交通ター

ミナルとしての機能強化など、基本方針を検

討中とのことでありました。

最後に、マックテレビの運営状況について

でありますが、本年度よりハイビジョン化に

よる画質等の改善がなされたほか、Ｌ字放送

による防災及び災害情報の敏速な提供が可能

になったとのことであります。

また、ワンセグ放送のサービスも開始して

おり、委員からは、ワンセグ放送について、

きめ細かな周知や対応等について要望があり

ました。

当委員会といたしましては、市民生活の向

上に向け、今後とも随時調査を行い、意見、

提言してまいりたいと考えております。

以上で、総務文教常任委員会の所管事務調

査報告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２７ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第２７ 産業建

設常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

春日洋子委員長。

○１０番（春日洋子君） 先般、７月９日に

行いました産業建設常任委員会の所管事務調

査について、その概要を御報告申し上げま

す。

今回は、経済部の所管する事務事業で、中

心市街地活性化に関する各種施策について、

旧三沢病院跡地の利用に関する現状と今後に

ついて、観光の振興についての計三つの案件

について調査いたしました。

はじめに、中心市街地活性化に関する各種
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施策についてでありますが、執行部から、平

成２４年度の中心市街地活性化基本計画の

フォローアップに関する報告に基づいて説明

があり、昨年度は、スカイプラザ三沢を核と

して、中心市街地の活性化に向けて取り組

み、当該施設においては、積極的な広告活動

と集客イベントを実施した結果、誘客の増加

により着実に業績を伸ばしており、中心市街

地の集客拠点施設としての役割を果たしつつ

あるとのこと。

また、地域雇用創造推進事業により、まち

づくりを担う人材育成事業を実施した結果、

市民団体がイベントを自主的に開催するな

ど、地域活性化への機運が高まってきている

とのことでありました。

目標達成に向けて、今後は、成果のあった

人材育成事業や集客イベントを引き続き実施

していくとともに、地域商店街との連携がま

だ不十分であることから、引き続きタウンマ

ネジャーを招聘して、協働体制の構築に取り

組んでいくとのことでありました。

次に、旧三沢病院跡地の利用に関する現状

と今後について執行部から説明があり、跡地

に計画しているライフコミュニティパークみ

さわの進捗状況について説明があり、小規模

多機能居宅介護施設が本年５月にオープン

し、交流広場が本年９月、サービスつき高齢

者住宅が本年１２月ごろの完成予定で、ミニ

スーパーが平成２７年４月ごろの出店予定で

あるとのことでありました。

次に、観光の振興について、執行部の説明

では、今年度の施策として、寺山修司没後３

０年事業や八重の桜関連事業をはじめとし

て、アメリカンバーを活用した事業展開を図

り、これらのプロモーション活動を積極的に

実施していくとのことでありました。

また、地産販売推進施策として、農産物加

工施設を活用して、特産品開発や地場産品の

ブランド化に向けた取り組みも推進していく

との説明がありました。

委員からは、駅や空港に観光案内所を設置

すべきとの意見や、東京便はもとにより、丘

珠便と復活した伊丹便を活用した取り組みを

実施してほしいとの意見が出されました。

今回調査した案件については、今後も引き

続きその動向を注視し、必要に応じて調査、

助言をしてまいりたいと考えております。

以上をもちまして、産業建設常任委員会の

所管事務調査報告とさせていただきます。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２８ 議員の派遣について

○議長（舩見亮悦君） 日程第２８ 議員の

派遣についてを議題といたします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付したとおりです。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規

則第１５８条の２の規定により、別紙のとお

り議員を派遣することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） 以上で、本定例会に

付議された事件は全て議了いたしました。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（舩見亮悦君） ここで、特に市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２５年三沢市議

会第３回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶申し上げます。
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今定例会は、去る９月９日に開会され、本

日まで１２日間にわたり、平成２４年度三沢

市一般会計及び特別会計並びに企業会計の決

算認定をはじめ、平成２５年度各会計の補正

予算のほか、行政運営上必要な条例の制定

等、２１の案件について慎重なる御審議を賜

り、それぞれ原案どおり御議決、御認定､御

同意を賜りまして、衷心より感謝申し上げま

す。

御議決を賜りました各議案の執行に当たり

ましては、御審議の過程におきまして、議員

各位から賜りました御意見、御提言等を十分

に尊重し、最善の効果をおさめるよう努力を

傾注してまいりますので、何とぞ一層の御支

援、御協力をお願い申し上げまして、閉会の

挨拶とさせていただきます。

大変ありがとうございました。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） これをもって、平成

２５年三沢市議会第３回定例会を閉会しま

す。

午前１０時４８分 閉会
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